
壱　岐　新　報 The Ikishinpou 平成 24 年（2012 年）4月 13 日（金）第0001号 （2）

昨年度は約10万６千人が来場
総入館者は約24万８千人に
一支国博物館・入館者状況

「
い
そ
い
で
も　

か
な
ら
ず

　
　
　

か
く
に
ん　

み
ぎ
ひ
だ
り
」

　
　
　

6
～
15
日
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
芦
辺
町
、
一
支
国
博
物
館
（
館

長
・
須
藤
正
人
し
教
育
長
）
は

４
日
、
平
成
23
年
度
の
入
館
者

数
な
ど
ま
と
め
発
表
し
た
。

　
ま
と
め
に
よ
る
と
、
昨
年
度

末
日
ま
で
の
総
入
館
者
数
は

24
万
７
９
２
７
人
で
、
昨
年
度

の
入
館
者
数
は
10
万
６
１
６
９

人
（
対
前
年
82
・
９
％
）
と
な
っ

て
い
る
。

　

常

設

展

入

館

者

数

は

５
万
８
６
９
３
人
（
同
76
・

７
％
）。
こ
の
う
ち
市
内
在
住

者
は
21
％
の
１
万
２
４
４
人

で
、
市
外
か
ら
４
万
６
２
４
６

人
が
来
場
し
た
。
１
日
平
均

３
３
３
人
、
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

利
用
者
１
５
３
２
人
。

　
３
月
の
実
績
は
、
入
館
者
数

７
４
０
４
人
（
同
85
・
９
％
）

で
、
こ
の
う
ち
常
設
展
入
館

者
は
３
１
２
５
人
（
77
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
市
内
在
住

者
１
０
３
６
人
、
市
外
か
ら

３
５
０
３
人
が
来
場
し
た
。
有

料
入
館
者
数
は
２
６
９
４
人

（
76
・
９
％
）
で
、
同
パ
ス
ポ
ー

ト
利
用
者
は
１
４
８
人
。

末
永
畜
産
部
長
が
退
職

　
　
　
　
　

～
市
農
協
異
動
～

　
市
農
協
は
平
成
24
年
の
春
の

人
事
異
動
を
発
表
し
た
。

【
管
理
職
異
動
】

▽
農
産
園
芸
部
長
（
勝
本
支
所

長
）
江
川
常
博
▽
畜
産
部
長

（
業
務
課
長
）
谷
口
覚
▽
購
買

部
長
（
農
産
園
芸
部
長
）
長
岡

良
勝
▽
勝
本
支
所
長
（
石
田
支

所
長
）
山
西
正
博
▽
石
田
支
所

長
（
購
買
部
長
）
長
嶋
一
浩
▽

生
産
振
興
課
長
（
園
芸
課
長
）

真
辺
博
幸
▽
販
売
課
長
（
農
産

課
係
長
）
野
本
秀
樹
▽
直
販
課

長
（
農
産
園
芸
部
付
課
長
ア
グ

リ
ラ
ン
ド
い
き
出
向
）
辻
村
勝

▽
農
産
園
芸
部
付
課
長
ア
グ
リ

ラ
ン
ド
い
き
出
向
（
農
産
課

長
）
川
上
治
▽
業
務
課
長
（
業

務
課
係
長
）
梶
田
正
一
▽
企
画

課
係
長
（
指
導
課
）
中
村
直
史

▽
共
済
課
短
期
係
長
（
郷
ノ
浦

支
所
）
斉
藤
昌
幸
▽
共
済
課
長

期
係
長
（
共
済
課
係
長
）
倉
本

暢
彦
▽
共
済
普
及
推
進
課
係
長

﹇
専
任
Ｌ
Ａ
﹈
（
燃
料
課
係
長
）

長
岡
真
澄
▽
生
産
振
興
課
指
導

係
長
（
園
芸
課
係
長
）
松
永
勇

一
▽
生
産
振
興
課
事
業
係
長

（
農
業
機
械
課
係
長
）
牧
本
行

秀
▽
業
務
課
係
長
（
指
導
課
勤

務
郷
ノ
浦
支
所
駐
在
畜
産
指
導

員
）
山
内
勝
之
▽
農
業
機
械
課

係
長
（
共
済
課
）
山
川
和
敏
▽

自
動
車
課
係
長
（
芦
辺
支
所
）

山
内
清
▽
燃
料
課
係
長
（
武
生

水
出
張
所
）
野
口
一
之

【
一
般
職
】

▽
企
画
課
（
管
理
課
）
山
内
ま

り
子
▽
管
理
課
（
管
理
課
付
﹇

県
中
央
会
出
向
﹈）
土
谷
晃
史

▽
共
済
課
（
農
産
課
生
活
指
導

員
）
中
嶋
章
恵
▽
共
済
普
及
推

進
課
﹇
専
任
Ｌ
Ａ
﹈
（
共
済
課
）

八
十
嶋
由
紀
、
（
企
画
課
）
中

本
小
百
合
、
（
芦
辺
支
所
）
長

嶋
操
▽
生
産
振
興
課
営
農
指
導

員
（
園
芸
課
営
農
指
導
員
）
竹

下
真
司
、
松
嶋
新
、
藤
江
武
宏
、

日
高
将
希
、
長
峯
祐
太
、
内
野

佑
一
、
山
川
大
助
、
下
條
敬
之

▽
生
産
振
興
課
（
農
産
課
）
市

村
省
吾
▽
生
産
振
興
課
生
活
指

導
員
（
共
済
普
及
推
進
課
専
任

Ｌ
Ａ
）
田
原
靖
子
▽
販
売
課
（
農

産
課
）
堤
清
、
（
共
済
普
及
推

進
課
専
任
Ｌ
Ａ
）
白
川
英
春
、

（
農
産
課
）
榊
原
健
悟
、
（
園
芸

課
）
岩
永
孝
二
▽
業
務
課
［
人

工
授
精
業
務
含
む
］
（
指
導
課

勤
務
勝
本
支
所
駐
在
畜
産
指
導

員
）
吉
木
直
己
▽
資
材
課
（
農

産
課
）
米
倉
孝
徳
▽
農
業
機
械

課
（
自
動
車
課
）
辻
川
精
治
▽

郷
ノ
浦
支
所
（
管
理
課
）
山
口

敬
人
▽
指
導
課
勤
務
郷
ノ
浦
支

所
駐
在
畜
産
指
導
員
（
業
務
課

［
人
工
授
精
業
務
含
む
］）
村
本

圭
、
永
岡
稔
▽
武
生
水
出
張
所

（
資
材
課
）
後
藤
健
志
▽
指
導

課
勤
務
勝
本
支
所
駐
在
畜
産
指

導
員
（
芦
辺
支
所
駐
在
畜
産
指

導
員
）
都
野
川
秀
▽
勝
本
支
所

（
農
産
課
）
平
川
響
子
▽
指
導

課
勤
務
芦
辺
支
所
駐
在
畜
産
指

導
員
（
郷
ノ
浦
支
所
駐
在
畜
産

指
導
員
）
真
辺
重
利
▽
芦
辺
支

所
（
石
田
支
所
）
山
口
千
春
▽

石
田
支
所
（
資
金
課
）
横
山
め

ぐ
み

【
試
用
採
用
】

▽
豊
永
将
丈
（
共
済
課
）、
浦

川
潤
一
郎
（
販
売
課
）、
中
尾

拓
也
（
直
販
課
）、
齋
藤
浩
平
（
指

導
課
）、
長
島
優
弥
（
資
材
課
）、

桂
木
浩
希
（
自
動
車
課
）、
山

内
翔
太
（
郷
ノ
浦
支
所
）、
植

村
裕
之
、
小
西
明
奈
（
芦
辺
支

所
）
＝
以
上
、
４
月
１
日
付
＝

【
退
職
】

▼
定
年
・
末
永
雅
文
（
畜
産
部

長
）、
久
原
康
孝
（
農
業
機
械

課
）、
長
嶋
春
子
（
郷
ノ
浦
支

所
）
▽
依
願
・
福
井
啓
二
（
農

業
機
械
課
）、
野
元
睦
美
（
勝

本
支
所
）、
宮
木
広
美
（
資
材

課
）
＝
以
上
、
３
月
31
日
付
＝

慶
　
　
弔

（
３
月
29
日
～
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　
届
け
出
分
）

○
お
た
ん
じ
ょ
う

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
田
町
新
奈
＝
に
い
な
＝
ち
ゃ

ん
（
陽
介
、
東
触
）
▽
小
田
恭

聖
＝
き
ょ
う
せ
い
＝
ち
ゃ
ん

（
忠
正
、
大
島
）

○
お
く
や
み

【
勝
本
町
】

▽
川
谷
武
市
さ
ん
（
79
）
坂
本

触 ◎
忌
明
寄
付

▽
芦
辺
町
諸
吉
本
村
触
、
坂
江

寿
（
亡
父
敏
治
）・
市
社
協
芦
辺

事
業
所
、
諸
吉
外
海
公
民
館
へ

▽
芦
辺
町
瀬
戸
浦
、
白
石
光
一

郎
（
亡
父
豊
志
）
・
市
社
協
芦

辺
事
業
所
、
瀬
戸
恵
比
寿
公
民

館
、
同
老
人
ク
ラ
ブ
へ

▽
芦
辺
町
瀬
戸
浦
、
川
添
裕
成
（
亡

母
ヤ
ス
子
）
・
市
社
協
芦
辺
事
業

所
、
瀬
戸
石
橋
町
公
民
館
へ

▽
芦
辺
町
瀬
戸
浦
、
下
条
眞
智
子

（
亡
夫
秀
喜
）
・
市
社
協
芦
辺
事
業

所
、
瀬
戸
先
ノ
川
公
民
館
へ

▽
芦
辺
町
国
分
東
触
、
長
谷
川

亨
（
亡
姉
粹
子
）
・
市
社
協
芦
辺

事
業
所
、
壱
岐
市
、
国
分
東
公

民
館
へ

▽
芦
辺
町
諸
吉
南
触
、
清
川
誠

次
（
亡
母
政
子
）
・
市
社
協
芦
辺

事
業
所
、
諸
吉
南
公
民
館
、
同

老
人
ク
ラ
ブ
へ

▽
芦
辺
町
中
野
郷
仲
触
、
植
村

千
秋
（
亡
姉
恵
子
）
・
市
社
協

芦
辺
事
業
所
、
中
野
郷
惣
清
公

民
館
へ

▽
芦
辺
町
諸
吉
仲
触
、
中
嶋
和

男
（
亡
父
宏
義
）
・
市
社
協
芦

辺
事
業
所
、
諸
吉
内
坂
公
民
館
、

諸
吉
仲
老
人
ク
ラ
ブ
へ

▽
芦
辺
町
箱
崎
大
左
右
触
、
小
楠

均
（
亡
子
秀
典
）
・
市
社
協
芦
辺

事
業
所
、
瀬
戸
向
町
公
民
館
へ

▽
芦
辺
町
箱
崎
大
左
右
触
、
竹

末
初
代
（
亡
夫
雪
雄
）
・
市
社

協
芦
辺
事
業
所
、
箱
崎
大
左
右

公
民
館
、
同
老
人
ク
ラ
ブ
、
カ

ラ
オ
ケ
愛
好
会
芦
辺
支
部
、
錦

城
会
壱
岐
支
部
へ

▽
芦
辺
町
深
江
南
触
、
豊
増
寿

徳
（
亡
父
千
寿
）
・
市
社
協
芦
辺

事
業
所
、
深
江
南
公
民
館
、
川

北
地
区
社
協
へ

▽
芦
辺
町
諸
吉
南
触
、
市
山
徹

也
（
亡
父
美
寿
）
・
市
社
協
芦

辺
事
業
所
、
諸
吉
内
海
公
民
館

へ
▽
芦
辺
町
諸
吉
南
触
、
松
山

孝
（
亡
義
姉
ア
サ
エ
）
・
市
社

協
芦
辺
事
業
所
へ

▽
芦
辺
町
諸
吉
二
亦
触
、
野
元

直
義
（
亡
妻
冨
士
子
）・
市
社
協

芦
辺
事
業
所
、
諸
吉
高
尾
公
民

館
、
諸
吉
二
亦
老
人
ク
ラ
ブ
へ

▽
芦
辺
町
瀬
戸
浦
、
榎
本
家
寛

（
亡
母
松
江
）・
市
社
協
芦
辺
事

業
所
、
瀬
戸
仲
町
公
民
館
、
瀬

戸
仲
石
橋
少
弐
老
人
ク
ラ
ブ
へ

◎
日
曜
営
業

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

【
15
日
】

▼
郷
ノ
浦
町
▽
平
田
石
油

▼
勝
本
町
▽
町
田
石
油
▽
江
見

石
油

▼
芦
辺
町
▽
昇
運
石
油
▽
川
添

石
油
▽
大
阪
屋
石
油

▼
石
田
町
▽
松
屋
石
油

【
22
日
】

▼
郷
ノ
浦
町
▽
辻
川
石
油
▽
永

富
石
油

▼
勝
本
町
▽
村
川
石
油

▼
芦
辺
町
▽
中
野
石
油
▽
市
山

石
油

▼
石
田
町
▽
江
口
石
油

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日

間
、
「
い
そ
い
で
も
　
か
な
ら

ず
か
く
に
ん
　
み
ぎ
ひ
だ
り
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
一
斉
に

実
施
さ
れ
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
と

交
通
ル
ー
ル
の
順
守
が
訴
え
ら

れ
る
。

　
運
動
の
重
点
は
①
子
ど
も
と

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
②
自

転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
③
全

て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底
④
飲
酒
運
転
の
根

絶
の
４
項
目
で
、
新
入
学
の
子

ど
も
ら
の
交
通
事
故
防
止
な
ど

と
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
、
壱
岐

警
察
署
は
期
間
中
、
指
導
や
取

り
締
ま
り
を
強
化
す
る
方
針

で
、
市
民
総
参
加
に
よ
る
取
り

組
み
が
望
ま
れ
る
。

　
ま
た
期
間
中
は
、
本
市
で
も

▽
６
日
午
前
８
時
か
ら
、
勝
本

地
区
で
車
両
パ
レ
ー
ド
。
午
後

３
時
か
ら
、
市
交
通
安
全
推
進

協
議
会
に
よ
る
車
両
パ
レ
ー
ド

と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
▽
９
日
午
後

１
時
半
か
ら
、
市
更
生
保
護
女

性
会
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安

全
を
訴
え
る
チ
ラ
シ
や
折
り
紙

を
配
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
▽
11
日

午
前
10
時
か
ら
、
安
全
管
理
者

協
議
会
に
参
加
す
る
企
業
が
飲

酒
運
転
撲
滅
宣
言
を
し
、
た
す

き
を
リ
レ
ー
す
る
飲
酒
運
転
撲

滅
宣
言
駅
伝
▽
13
日
午
後
４
時

か
ら
、
高
齢
者
の
事
故
防
止
の

た
め
、
反
射
材
の
使
用
な
ど
ア

ピ
ー
ル
す
る
「
キ
ラ
リ
の
日
」

と
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ア
ッ
プ
運
動

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

新学期の学力向上対策は万全ですか？
個別指導学習塾・ニッケンアカデミーなら、
バランスのとれた５科指導！

英検・漢検・数検　試験準会場
ニッケンアカデミー郷ノ浦教室

４７－５６３０
壱岐市郷ノ浦町片原触３１６番地３

まずは無料体験学習で、お子様の「わかる喜び！」と
「わかった感動！」をご確認ください！
お問い合わせ・無料体験学習のお申込みは、お気軽に下記までどうぞ。

春休みは、小・中・

高の全塾生 が、１

学期の学習単元を

予習し、新学期の

学習開始に備えま

した。

月～金はもち ろ

ん、土・日・祝日

も夜１１時まで授

業を実 施！さらに

御自宅まで無料送

迎実施中！

現在、1 か月・最大

８コマ分無料体験 学

習受付中！自分に合

った学習方法 か？を

じっくりお試しい た

だけます。

だから、クラブ活動や他の習い事などで忙しくても、
自分に合わせて通塾でき十分な学習量を確保できます。
だから、クラブ活動や他の習い事などで忙しくても、
自分に合わせて通塾でき十分な学習量を確保できます。

社説 iki shinpou

主
役
は
あ
な
た
！
市
長
選

　
２
０
１
２
年
が
ス

タ
ー
ト
し
て
３
か
月
が

過
ぎ
、
サ
ク
ラ
も
咲
い

て
春
爛
漫
の
頃
と
な
っ

た
。
辰
年
だ
か
ら
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
が
、

想
像
上
の
動
物
・
龍

が
、
「
鯉
が
瀧
を
登
っ

て
龍
と
な
る
」
と
い

う
「
飛
龍
」
の
い
い
伝

え
の
よ
う
に
、
今
年
は

様
々
な
場
で
、
変
化
が

目
に
見
え
る
よ
う
な
ス

タ
イ
ル
を
と
り
、
形
を

表
し
動
き
出
す
年
。

　
社
会
へ
の
不
安
や
閉

塞
感
が
高
ま
る
な
か
で
、
冬
を

く
ぐ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
や

新
た
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
具
体

化
し
始
め
、
新
た
な
る
段
階
、

広
が
る
世
界
で
の
仕
事
、
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
な
ど
が
動
き
始
め
る

こ
と
で
、
個
人
も
社
会
も
大
き

な
変
化
を
体
現
し
な
が
ら
、
目

標
や
役
割
に
対
し
て
前
向
き
で

思
い
切
り
の
行
動
を
展
開
す
る

年
と
、
九
州
郵
船
の
新
造
フ
ェ

リ
ー
「
き
ず
な
」
の
就
航
に
も

実
感
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
年
の
春
、
任
期
満
了

に
伴
う
市
長
選
が
15
日
に
実
施

さ
れ
る
。
行
財
政
改
革
、
第
１

次
産
業
の
活
性
化
、
交
流
人
口

の
拡
大
・
観
光
振
興
、
教
育
と

子
育
て
、
福
祉
の
拡
大
、
よ
り

一
層
の
医
療
の
充
実
、
住
み
よ

さ
を
実
感
で
き
る
生
活
環
境
づ

く
り
、
少
子
高
齢
化
・
過
疎

化
・
後
継
者
対
策
な
ど
に
関
し

て
、
候
補
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
壱

岐
の
島
づ
く
り
に
対
す
る
異
な

る
持
論
と
発
展
へ
の
ひ
た
む
き

で
強
い
想
い
を
熱
く
熱
く
語
り

な
が
ら
、
共
感
に
よ
る
そ
れ
ぞ

れ
へ
の
支
持
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
る
。

　
30
歳
代
の
男
性
市
民
か
ら
は

先
日
、
「
ま
ず
公
務
員
と
一
般

市
民
の
格
差
を
、
で
き
る
だ
け

解
消
し
て
ほ
し
い
」
「
自
然
公

園
だ
け
で
な
く
、
休
日
に
島
か

ら
出
な
く
て
も
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
出
掛
け
ら
れ
、
楽
し
め

る
場
が
ほ
し
い
」
「
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
力

の
偏
り
を
感
じ
る
こ
と
の
な

い
、
よ
り
開
か
れ
た
市
政
の
実

現
を
」
「
文
化
度
（
力
）
を
高

く
保
ち
、
人
材
を
育
て
ら
れ
る

島
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

と
話
し
、
「
ア
ピ
ー
ル
の
中
に
、

そ
う
し
た
こ
と
へ
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
、
少
し
で
も
多
く
よ
り
具

体
的
に
感
じ
ら
れ
る
候
補
に
１

票
を
投
じ
た
い
」
と
の
声
が
聞

か
れ
た
。

　
そ
れ
こ
そ
多
様
な
意
見
や
考

え
が
あ
ろ
う
。
が
、
市
の
「
顔
」、

市
民
の
代
表
を
選
ぶ
選
挙
で
あ

る
。
現
職
、
新
人
の
ど
ち
ら
が

選
ば
れ
る
に
し
て
も
、
任
期
の

４
年
間
は
市
政
（
勢
）
の
発
展

を
最
大
の
テ
ー
マ
に
、
内
外
と

も
に
先
の
見
え
な
い
不
安
な
材

料
ば
か
り
が
際
立
つ
よ
う
な
時

流
の
中
に
竿
さ
し
て
、
よ
り
確

実
な
進
路
を
取
る
と
い
う
、
非

常
に
難
し
い
舵
取
り
が
求
め
ら

れ
る
だ
け
に
、
有
権
者
は
、
市

（
国
）
づ
く
り
の
主
役
の
１
人

で
あ
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
そ
の
大
切
な
権
利

を
、
棄
権
な
ど
し
て
放
棄
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
努
め
た

い
。
ま
た
、
候
補
者
を
情
実
や

地
縁
、
血
縁
な
ど
で
選
ぶ
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
本
市
の
選
挙
人
名
簿
登

録
者
数
は
３
月
２
日
現
在
、

男
１
万
１
３
６
５
人
、
女

１
万
２
８
８
３
人
の
合
計

２
万
４
２
４
８
人
で
あ
る
。


